
対策メニューおよび各機関の取組内容
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倉吉河川国道事務所

林
野
庁

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

国
交
省

分類 No 対策内容 実施
関心
あり

1 河道掘削、堤防整備、堤防・河岸侵食対策、樹木伐採、堤防強化 ● ● ● 河道掘削、護岸整備 ～R12 三江、下福田、生竹など

2
二級河川の河道拡幅、河道掘削、樹木伐採、堤防護岸、河口閉塞対策等による氾濫水排
除 、「粘り強い堤防」を目指した堤防強化

● ● ●
「粘り強い堤防」を目指した堤防強
化：実施済み

従前より実施 事務所管内

3 排水ポンプ場の整備、耐水化 ● ●

4 中津ダムにおける事前放流の実施、体制構築 ● ● ● ● ● 関係機関との連絡調整 未定 中津ダム

5
下水道等の排水施設、排水路の整備、雨水貯留施設等の整備、各戸貯留浸透施設の費用
補助

● ● ● ● ● ●

6 砂防関係施設・治山施設の整備・長寿命化対策 ● ● ● ● 砂防堰堤の整備及び補修 未定 天神川流域全体的

7 間伐等の森林整備 ● ● ●

8 土地利用規制・誘導 ● ●
大雨による浸水想定範囲や、霞
提の機能についての検証

9 現存する霞堤の保全・有効活用 ● ● 霞堤の保全及び啓発活動 未定
7箇所の霞堤箇所及び同様の箇
所（生竹付近など）

10 土砂災害特別警戒区域内に所在する住宅や避難所の建替え等の支援

11 水位計・河川監視カメラの設置 ● ● ●
危機管理型水位計は20基設置済
み。簡易型カメラは既設の14基に
今年度1基追加設置。

従前より実施
事務所管内、北栄町江北(新規設
置箇所)

12 河川監視カメラを利用したAIによる河川管理の高度化 ●

13
リアルタイム雨量・水位データを用いた洪水予測システム、避難情報提供支援のための浸
水表示システムの開発

●

14 内水やため池ハザードマップの作成及び活用した避難訓練の実施 ● ●

15 まるごとまちごとハザードマップの実施 ● ● ● ● ● ●
設置希望箇所の浸水情報やデザ
イン等に関する作成支援。事務所
にも設置予定。

従前より実施
(倉吉市内)
倉吉河川国道事務所内

16 支え愛マップの取り組み支援等による地域の防災体制づくり 
●

福祉
● ● ● ●

17 ハザードマップを活用したマイ・タイムラインの作成・支援 ● ● ● ● ●
自治体や自治会などの要望に応
じ適宜実施

従前より実施 －

18 関係機関と連携した多機関連携型タイムラインの活用 ● ● ● ● ● ● ●

19 防災学習、研修等を通じた地域住民への意識啓発 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
地域住民からの要望に応じ説明
会を実施。HP上での防災情報提
供

従前より実施
公民館等
事務所HP

20 あんしんトリピーメール等を活用した防災情報の提供 ● ●

21 市町観光施設等への伝達手段の整備 ● ● ●

22 要配慮者利用施設避難確保計画や民間企業におけるBCP作成支援
●

福祉
● ● ● ● ● ●

施設管理者等に浸水情報や他事
例などの提供、BCPについても要
望に応じて情報提供

従前より実施 －

23 感染症にも配慮した避難所環境整備や災害協定による避難先の確保 ● ● ● ● ●

24 土砂災害警戒区域の指定及び土砂災害警戒情報と危険度情報の提供 ●

25
防災インフラの機能確保及び水防活動に関わる資機材や水防団員等の確保
（水源の浸水対策、非常用電源等）の検討

● ● ● ● ●

④実施場所
※未定の場合は『未定』と記載

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減ら
すための

対策

被害の軽
減、早期

復旧・復興
のための

対策

農
林
水
産
部

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

①実施する項目の確認
どちらかに「●」を記載

②具体的な実施（予定）内容
※未定の場合は『未定』と記載

③目標年
例：R3から5年

※未定の場合は『未定』と記載

対策メニュー

倉
吉
市

三
朝
町

湯
梨
浜
町

北
栄
町

実施概要

総
務
部
防
災
安
全
課

被害対象
を減少さ
せるため
の対策

建
設
水
道
課

総
務
課

地
域
整
備
課

鳥
取
県

鳥
取
森
林
管
理
署

鳥
取
水
源
林
整
備
事
務

所

危
機
管
理
局

県
土
整
備
部

生
活
環
境
部

建
設
部
建
設
課

上
下
水
道
局
工
務
課

総
務
課

建
設
水
道
課

総
務
課
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鳥取県

林
野
庁

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

国
交
省

分類 No 対策内容 実施
関心
あり

1 河道掘削、堤防整備、堤防・河岸侵食対策、樹木伐採、堤防強化 ● ●

2
二級河川の河道拡幅、河道掘削、樹木伐採、堤防護岸、河口閉塞対策等による氾濫水排
除 、「粘り強い堤防」を目指した堤防強化

● ● ●
河道掘削・樹木伐採、堤防天端を
保護するため、堤防舗装を実施
する

毎年
R2～R4年

未定(土砂の堆積や草木により河
積の阻害が確認された箇所)
粘り強い堤防強化は、有堤部に
おいて、バックウオーター区間や
重要水防区域を予定

3 排水ポンプ場の整備、耐水化 ● ●

4 中津ダムにおける事前放流の実施、体制構築 ● ● ● ● ● 事前放流の実施 R2～ 中津ダム

5
下水道等の排水施設、排水路の整備、雨水貯留施設等の整備、各戸貯留浸透施設の費用
補助

● ● ● ● ● ●

6 砂防関係施設・治山施設の整備・長寿命化対策 ● ● ● ●
砂防堰堤等の整備、修繕
治山ダム等の整備、修繕

継続実施
砂：汗干谷川(倉吉市大河内)外
治：立見地区(倉吉市立見)外

7 間伐等の森林整備 ● ● ● ● 間伐等の実施 毎年 民有林の整備

8 土地利用規制・誘導 ● ●

9 現存する霞堤の保全・有効活用 ●

10 土砂災害特別警戒区域内に所在する住宅や避難所の建替え等の支援

11 水位計・河川監視カメラの設置 ● ● ● 水位計・監視カメラの設置 R2～
未定（R3年度はカメラ2箇所、水
位計7箇所設置予定）

12 河川監視カメラを利用したAIによる河川管理の高度化 ● ●
監視カメラ画像を用いてAIが諸現
象（越水・砂州の変化）を検知す
る技術開発。

R4年度の本格運用を目指す 北条川（試行）

13
リアルタイム雨量・水位データを用いた洪水予測システム、避難情報提供支援のための浸
水表示システムの開発

● ●

雨量や水位等のオンライン情報
により、沿川の浸水状況を算定し
情報提供する「浸水予測システ
ム」を構築する

14 内水やため池ハザードマップの作成及び活用した避難訓練の実施 ● ● ●
ため池のＨＭを活用した、避難訓
練についてＲ３からため池サポー
トセンター（仮称）に委託予定

未定 未定

15 まるごとまちごとハザードマップの実施 ● ● ● ● ● ● 未定 - -

16 支え愛マップの取り組み支援等による地域の防災体制づくり 
●

福祉
● ● ● ● ● 支え愛マップづくりへの支援 毎年 県全域

17 ハザードマップを活用したマイ・タイムラインの作成・支援 ● ● ● ●

18 関係機関と連携した多機関連携型タイムラインの活用 ● ● ● ● ● ● ●

19 防災学習、研修等を通じた地域住民への意識啓発 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 防災学習の実施 毎年 県全域

20 あんしんトリピーメール等を活用した防災情報の提供 ● ● ●
メールやアプリを利用した防災情
報の提供

継続実施 県全域

21 市町観光施設等への伝達手段の整備 ● ● ●

22 要配慮者利用施設避難確保計画や民間企業におけるBCP作成支援
●

福祉
● ● ● ● ● ● ●

該当施設の避難確保計画作成促
進。BCP作成支援は検討中

継続実施 県全域

23 感染症にも配慮した避難所環境整備や災害協定による避難先の確保 ● ● ● ● ● ●
市町村が取り組む避難所の生活
環境整備への支援

継続実施 県全域

24 土砂災害警戒区域の指定及び土砂災害警戒情報と危険度情報の提供 ● ●
土砂災害警戒区域及び土砂災害
特別警戒区域の指定、土砂災害
警戒情報システムの改修　等

継続実施 流域全域

25
防災インフラの機能確保及び水防活動に関わる資機材や水防団員等の確保
（水源の浸水対策、非常用電源等）の検討

● ● ● ● ●
避難路確保のための道路嵩上げ
（県・町）

被害の軽
減、早期

復旧・復興
のための

対策

④実施場所
※未定の場合は『未定』と記載

生
活
環
境
部

農
林
水
産
部

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

①実施する項目の確認
どちらかに「●」を記載

②具体的な実施（予定）内容
※未定の場合は『未定』と記載

③目標年
例：R3から5年

※未定の場合は『未定』と記載

対策メニュー

三
朝
町

湯
梨
浜
町

北
栄
町

実施概要
鳥
取
県

倉
吉
市

総
務
課

被害対象
を減少さ
せるため
の対策

鳥
取
森
林
管
理
署

鳥
取
水
源
林
整
備
事
務

所

危
機
管
理
局

県
土
整
備
部

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減ら
すための

対策

建
設
水
道
課

総
務
課

地
域
整
備
課

総
務
部
防
災
安
全
課

建
設
部
建
設
課

上
下
水
道
局
工
務
課

総
務
課

建
設
水
道
課
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鳥取森林管理署

林
野
庁

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

国
交
省

分類 No 対策内容 実施
関心
あり

1 河道掘削、堤防整備、堤防・河岸侵食対策、樹木伐採、堤防強化 ● ●

2
二級河川の河道拡幅、河道掘削、樹木伐採、堤防護岸、河口閉塞対策等による氾濫水排
除 、「粘り強い堤防」を目指した堤防強化

● ●

3 排水ポンプ場の整備、耐水化 ● ●

4 中津ダムにおける事前放流の実施、体制構築 ● ● ● ●

5
下水道等の排水施設、排水路の整備、雨水貯留施設等の整備、各戸貯留浸透施設の費用
補助

● ● ● ● ● ●

6 砂防関係施設・治山施設の整備・長寿命化対策 ● ● ● ● 治山施設（渓間工、山腹工） 令和3年から令和5年 治山施設：本谷奥外

7 間伐等の森林整備 ● ● ● ● 間伐 令和3年から令和5年 間伐：中津国有林外

8 土地利用規制・誘導 ● ●

9 現存する霞堤の保全・有効活用 ●

10 土砂災害特別警戒区域内に所在する住宅や避難所の建替え等の支援

11 水位計・河川監視カメラの設置 ● ●

12 河川監視カメラを利用したAIによる河川管理の高度化 ●

13
リアルタイム雨量・水位データを用いた洪水予測システム、避難情報提供支援のための浸
水表示システムの開発

●

14 内水やため池ハザードマップの作成及び活用した避難訓練の実施 ● ●

15 まるごとまちごとハザードマップの実施 ● ● ● ● ●

16 支え愛マップの取り組み支援等による地域の防災体制づくり 
●

福祉
● ● ● ●

17 ハザードマップを活用したマイ・タイムラインの作成・支援 ● ● ● ●

18 関係機関と連携した多機関連携型タイムラインの活用 ● ● ● ● ● ●

19 防災学習、研修等を通じた地域住民への意識啓発 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
国土交通省や自治体等が実施す
る防災教育への協力

未定 未定

20 あんしんトリピーメール等を活用した防災情報の提供 ● ●

21 市町観光施設等への伝達手段の整備 ● ● ●

22 要配慮者利用施設避難確保計画や民間企業におけるBCP作成支援
●

福祉
● ● ● ● ●

23 感染症にも配慮した避難所環境整備や災害協定による避難先の確保 ● ● ● ● ●

24 土砂災害警戒区域の指定及び土砂災害警戒情報と危険度情報の提供 ●

25
防災インフラの機能確保及び水防活動に関わる資機材や水防団員等の確保
（水源の浸水対策、非常用電源等）の検討

● ● ● ● ●

④実施場所
※未定の場合は『未定』と記載

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減ら
すための

対策

被害の軽
減、早期

復旧・復興
のための

対策

農
林
水
産
部

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

①実施する項目の確認
どちらかに「●」を記載

②具体的な実施（予定）内容
※未定の場合は『未定』と記載

③目標年
例：R3から5年

※未定の場合は『未定』と記載

対策メニュー

倉
吉
市

三
朝
町

湯
梨
浜
町

北
栄
町

実施概要

総
務
部
防
災
安
全
課

被害対象
を減少さ
せるため
の対策

建
設
水
道
課

総
務
課
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域
整
備
課

鳥
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県

鳥
取
森
林
管
理
署

鳥
取
水
源
林
整
備
事
務

所

危
機
管
理
局

県
土
整
備
部

生
活
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境
部

建
設
部
建
設
課
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水
道
局
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務
課

総
務
課
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課

総
務
課
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森林整備センター

林
野
庁

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

国
交
省

分類 No 対策内容 実施
関心
あり

1 河道掘削、堤防整備、堤防・河岸侵食対策、樹木伐採、堤防強化 ● ●

2
二級河川の河道拡幅、河道掘削、樹木伐採、堤防護岸、河口閉塞対策等による氾濫水排
除 、「粘り強い堤防」を目指した堤防強化

● ●

3 排水ポンプ場の整備、耐水化 ● ●

4 中津ダムにおける事前放流の実施、体制構築 ● ● ● ●

5
下水道等の排水施設、排水路の整備、雨水貯留施設等の整備、各戸貯留浸透施設の費用
補助

● ● ● ● ● ●

6 砂防関係施設・治山施設の整備・長寿命化対策 ● ● ●

7 間伐等の森林整備 ● ● ●
無立木地等における植林及び間
伐等による適正な森林整備

R3から 未定

8 土地利用規制・誘導 ● ●

9 現存する霞堤の保全・有効活用 ●

10 土砂災害特別警戒区域内に所在する住宅や避難所の建替え等の支援

11 水位計・河川監視カメラの設置 ● ●

12 河川監視カメラを利用したAIによる河川管理の高度化 ●

13
リアルタイム雨量・水位データを用いた洪水予測システム、避難情報提供支援のための浸
水表示システムの開発

●

14 内水やため池ハザードマップの作成及び活用した避難訓練の実施 ● ●

15 まるごとまちごとハザードマップの実施 ● ● ● ● ●

16 支え愛マップの取り組み支援等による地域の防災体制づくり 
●

福祉
● ● ● ●

17 ハザードマップを活用したマイ・タイムラインの作成・支援 ● ● ● ●

18 関係機関と連携した多機関連携型タイムラインの活用 ● ● ● ● ● ●

19 防災学習、研修等を通じた地域住民への意識啓発 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 小学生に対する森林教室 未定 未定

20 あんしんトリピーメール等を活用した防災情報の提供 ● ●

21 市町観光施設等への伝達手段の整備 ● ● ●

22 要配慮者利用施設避難確保計画や民間企業におけるBCP作成支援
●

福祉
● ● ● ● ●

23 感染症にも配慮した避難所環境整備や災害協定による避難先の確保 ● ● ● ● ●

24 土砂災害警戒区域の指定及び土砂災害警戒情報と危険度情報の提供 ●

25
防災インフラの機能確保及び水防活動に関わる資機材や水防団員等の確保
（水源の浸水対策、非常用電源等）の検討

● ● ● ● ●

④実施場所
※未定の場合は『未定』と記載

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減ら
すための

対策

被害の軽
減、早期

復旧・復興
のための

対策

農
林
水
産
部

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

①実施する項目の確認
どちらかに「●」を記載

②具体的な実施（予定）内容
※未定の場合は『未定』と記載

③目標年
例：R3から5年

※未定の場合は『未定』と記載

対策メニュー

倉
吉
市

三
朝
町

湯
梨
浜
町

北
栄
町

実施概要

総
務
部
防
災
安
全
課

被害対象
を減少さ
せるため
の対策

建
設
水
道
課

総
務
課

地
域
整
備
課

鳥
取
県

鳥
取
森
林
管
理
署

鳥
取
水
源
林
整
備
事
務

所

危
機
管
理
局

県
土
整
備
部

生
活
環
境
部

建
設
部
建
設
課

上
下
水
道
局
工
務
課

総
務
課

建
設
水
道
課

総
務
課

上流域における水源林造成事業地である森林を適正に整備することにより、水源かん

養機能を十分発揮させ、河川への雨水流入量等の調節（洪水緩和機能）を図る。また、

無立木地等への植林により土砂流出・土砂崩壊防止を図ることが期待される。
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倉吉市防災安全課

林
野
庁

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

国
交
省

分類 No 対策内容 実施
関心
あり

1 河道掘削、堤防整備、堤防・河岸侵食対策、樹木伐採、堤防強化 ● ●

2
二級河川の河道拡幅、河道掘削、樹木伐採、堤防護岸、河口閉塞対策等による氾濫水排
除 、「粘り強い堤防」を目指した堤防強化

● ●

3 排水ポンプ場の整備、耐水化 ● ●

4 中津ダムにおける事前放流の実施、体制構築 ● ● ● ●

5
下水道等の排水施設、排水路の整備、雨水貯留施設等の整備、各戸貯留浸透施設の費用
補助

● ● ● ● ● ●

6 砂防関係施設・治山施設の整備・長寿命化対策 ● ● ●

7 間伐等の森林整備 ● ● ●

8 土地利用規制・誘導 ● ●
霞堤の背後地等の危険性につい
ての周知を図る

9 現存する霞堤の保全・有効活用 ●

10 土砂災害特別警戒区域内に所在する住宅や避難所の建替え等の支援

11 水位計・河川監視カメラの設置 ● ●

12 河川監視カメラを利用したAIによる河川管理の高度化 ●

13
リアルタイム雨量・水位データを用いた洪水予測システム、避難情報提供支援のための浸
水表示システムの開発

●

14 内水やため池ハザードマップの作成及び活用した避難訓練の実施 ● ●

15 まるごとまちごとハザードマップの実施 ● ● ● ● ●
市内の公共施設等への想定浸水
深表示看板の設置及び設置協力
依頼

R2以降
R2:14か所設置
R3:13か所予定（小中学校）

16 支え愛マップの取り組み支援等による地域の防災体制づくり 
●

福祉
● ● ● ● ●（福祉）

17 ハザードマップを活用したマイ・タイムラインの作成・支援 ● ● ● ● 未定

18 関係機関と連携した多機関連携型タイムラインの活用 ● ● ● ● ● ● ●

19 防災学習、研修等を通じた地域住民への意識啓発 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
倉吉市防災センターを主に防災
研修等を実施（※水害に限らず）

地域住民からの要請に応じて随
時実施

20 あんしんトリピーメール等を活用した防災情報の提供 ● ●

21 市町観光施設等への伝達手段の整備 ● ● ●

22 要配慮者利用施設避難確保計画や民間企業におけるBCP作成支援
●

福祉
● ● ● ● ● ●（福祉）

避難確保計画作成支援のみ実施
予定（民間企業におけるBCP作
成支援の実施予定は無）

R3
順次訓練を実施

未作成の32/176 施設
（R3.3.1現在)

23 感染症にも配慮した避難所環境整備や災害協定による避難先の確保 ● ● ● ● ● 未定

24 土砂災害警戒区域の指定及び土砂災害警戒情報と危険度情報の提供 ●

25
防災インフラの機能確保及び水防活動に関わる資機材や水防団員等の確保
（水源の浸水対策、非常用電源等）の検討

● ● ● ● ● ● 未定

④実施場所
※未定の場合は『未定』と記載

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減ら
すための

対策

被害の軽
減、早期

復旧・復興
のための

対策

農
林
水
産
部

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

①実施する項目の確認
どちらかに「●」を記載

②具体的な実施（予定）内容
※未定の場合は『未定』と記載

③目標年
例：R3から5年

※未定の場合は『未定』と記載

対策メニュー

倉
吉
市

三
朝
町

湯
梨
浜
町

北
栄
町

実施概要

総
務
部
防
災
安
全
課

被害対象
を減少さ
せるため
の対策

建
設
水
道
課

総
務
課

地
域
整
備
課

鳥
取
県

鳥
取
森
林
管
理
署

鳥
取
水
源
林
整
備
事
務

所

危
機
管
理
局

県
土
整
備
部

生
活
環
境
部

建
設
部
建
設
課

上
下
水
道
局
工
務
課

総
務
課

建
設
水
道
課

総
務
課
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倉吉市建設部建設課

林
野
庁

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

国
交
省

分類 No 対策内容 実施
関心
あり

1 河道掘削、堤防整備、堤防・河岸侵食対策、樹木伐採、堤防強化 ● ●

2
二級河川の河道拡幅、河道掘削、樹木伐採、堤防護岸、河口閉塞対策等による氾濫水排
除 、「粘り強い堤防」を目指した堤防強化

● ●

3 排水ポンプ場の整備、耐水化 ● ● ● 古川沢排水ポンプ場の整備 古川沢排水ポンプ場

4 中津ダムにおける事前放流の実施、体制構築 ● ● ● ●

5
下水道等の排水施設、排水路の整備、雨水貯留施設等の整備、各戸貯留浸透施設の費用
補助

● ● ● ● ● ● ●
未定（主に既存排水路の維持管
理）

未定（主に既存排水路の維持管
理）

未定（主に既存排水路の維持管
理）

6 砂防関係施設・治山施設の整備・長寿命化対策 ● ● ●

7 間伐等の森林整備 ● ● ●

8 土地利用規制・誘導 ● ●

9 現存する霞堤の保全・有効活用 ●

10 土砂災害特別警戒区域内に所在する住宅や避難所の建替え等の支援

11 水位計・河川監視カメラの設置 ● ●

12 河川監視カメラを利用したAIによる河川管理の高度化 ●

13
リアルタイム雨量・水位データを用いた洪水予測システム、避難情報提供支援のための浸
水表示システムの開発

●

14 内水やため池ハザードマップの作成及び活用した避難訓練の実施 ● ●

15 まるごとまちごとハザードマップの実施 ● ● ● ● ●

16 支え愛マップの取り組み支援等による地域の防災体制づくり 
●

福祉
● ● ● ●

17 ハザードマップを活用したマイ・タイムラインの作成・支援 ● ● ● ●

18 関係機関と連携した多機関連携型タイムラインの活用 ● ● ● ● ● ●

19 防災学習、研修等を通じた地域住民への意識啓発 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

20 あんしんトリピーメール等を活用した防災情報の提供 ● ●

21 市町観光施設等への伝達手段の整備 ● ● ●

22 要配慮者利用施設避難確保計画や民間企業におけるBCP作成支援
●

福祉
● ● ● ● ●

23 感染症にも配慮した避難所環境整備や災害協定による避難先の確保 ● ● ● ● ●

24 土砂災害警戒区域の指定及び土砂災害警戒情報と危険度情報の提供 ●

25
防災インフラの機能確保及び水防活動に関わる資機材や水防団員等の確保
（水源の浸水対策、非常用電源等）の検討

● ● ● ● ●

④実施場所
※未定の場合は『未定』と記載

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減ら
すための

対策

被害の軽
減、早期

復旧・復興
のための

対策

農
林
水
産
部

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

①実施する項目の確認
どちらかに「●」を記載

②具体的な実施（予定）内容
※未定の場合は『未定』と記載

③目標年
例：R3から5年

※未定の場合は『未定』と記載

対策メニュー

倉
吉
市

三
朝
町

湯
梨
浜
町

北
栄
町

実施概要

総
務
部
防
災
安
全
課

被害対象
を減少さ
せるため
の対策

建
設
水
道
課

総
務
課

地
域
整
備
課

鳥
取
県

鳥
取
森
林
管
理
署

鳥
取
水
源
林
整
備
事
務

所

危
機
管
理
局

県
土
整
備
部

生
活
環
境
部

建
設
部
建
設
課

上
下
水
道
局
工
務
課

総
務
課

建
設
水
道
課

総
務
課
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倉吉市上下水道局工務課

林
野
庁

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

国
交
省

分類 No 対策内容 実施
関心
あり

1 河道掘削、堤防整備、堤防・河岸侵食対策、樹木伐採、堤防強化 ● ●

2
二級河川の河道拡幅、河道掘削、樹木伐採、堤防護岸、河口閉塞対策等による氾濫水排
除 、「粘り強い堤防」を目指した堤防強化

● ●

3 排水ポンプ場の整備、耐水化 ● ●

4 中津ダムにおける事前放流の実施、体制構築 ● ● ● ●

5
下水道等の排水施設、排水路の整備、雨水貯留施設等の整備、各戸貯留浸透施設の費用
補助

● ● ● ● ● ● ● ●

雨水計画を持っている区域は、内
水浸水状況を確認しながら排水
路を整備する。
貯留施設や田んぼダムもひとつ
の対策案として、計画を検討中。

排水路の整備・維持管理：上井排
水区、倉吉第2排水区
雨水貯留施設等の整備等は西倉
吉排水区にて計画検討中

6 砂防関係施設・治山施設の整備・長寿命化対策 ● ● ●

7 間伐等の森林整備 ● ● ●

8 土地利用規制・誘導 ● ●

9 現存する霞堤の保全・有効活用 ●

10 土砂災害特別警戒区域内に所在する住宅や避難所の建替え等の支援

11 水位計・河川監視カメラの設置 ● ●

12 河川監視カメラを利用したAIによる河川管理の高度化 ●

13
リアルタイム雨量・水位データを用いた洪水予測システム、避難情報提供支援のための浸
水表示システムの開発

●

14 内水やため池ハザードマップの作成及び活用した避難訓練の実施 ● ● ● 未定

15 まるごとまちごとハザードマップの実施 ● ● ● ● ●

16 支え愛マップの取り組み支援等による地域の防災体制づくり 
●

福祉
● ● ● ●

17 ハザードマップを活用したマイ・タイムラインの作成・支援 ● ● ● ●

18 関係機関と連携した多機関連携型タイムラインの活用 ● ● ● ● ● ●

19 防災学習、研修等を通じた地域住民への意識啓発 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

20 あんしんトリピーメール等を活用した防災情報の提供 ● ●

21 市町観光施設等への伝達手段の整備 ● ● ●

22 要配慮者利用施設避難確保計画や民間企業におけるBCP作成支援
●

福祉
● ● ● ● ●

23 感染症にも配慮した避難所環境整備や災害協定による避難先の確保 ● ● ● ● ●

24 土砂災害警戒区域の指定及び土砂災害警戒情報と危険度情報の提供 ●

25
防災インフラの機能確保及び水防活動に関わる資機材や水防団員等の確保
（水源の浸水対策、非常用電源等）の検討

● ● ● ● ●

④実施場所
※未定の場合は『未定』と記載

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減ら
すための

対策

被害の軽
減、早期

復旧・復興
のための

対策

農
林
水
産
部

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

①実施する項目の確認
どちらかに「●」を記載

②具体的な実施（予定）内容
※未定の場合は『未定』と記載

③目標年
例：R3から5年

※未定の場合は『未定』と記載

対策メニュー

倉
吉
市

三
朝
町

湯
梨
浜
町

北
栄
町

実施概要

総
務
部
防
災
安
全
課

被害対象
を減少さ
せるため
の対策

建
設
水
道
課

総
務
課

地
域
整
備
課

鳥
取
県

鳥
取
森
林
管
理
署

鳥
取
水
源
林
整
備
事
務

所

危
機
管
理
局

県
土
整
備
部

生
活
環
境
部

建
設
部
建
設
課

上
下
水
道
局
工
務
課

総
務
課

建
設
水
道
課

総
務
課
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三朝町総務課

林
野
庁

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

国
交
省

分類 No 対策内容 実施
関心
あり

1 河道掘削、堤防整備、堤防・河岸侵食対策、樹木伐採、堤防強化 ● ●

2
二級河川の河道拡幅、河道掘削、樹木伐採、堤防護岸、河口閉塞対策等による氾濫水排
除 、「粘り強い堤防」を目指した堤防強化

● ●

3 排水ポンプ場の整備、耐水化 ● ●

4 中津ダムにおける事前放流の実施、体制構築 ● ● ● ● ●

5
下水道等の排水施設、排水路の整備、雨水貯留施設等の整備、各戸貯留浸透施設の費用
補助

● ● ● ● ● ● ●
排水路は通水機能のための維
持、田んぼダムの活用は耕作放
棄の防止など

6 砂防関係施設・治山施設の整備・長寿命化対策 ● ● ●

7 間伐等の森林整備 ● ● ●

8 土地利用規制・誘導 ● ●

9 現存する霞堤の保全・有効活用 ●

10 土砂災害特別警戒区域内に所在する住宅や避難所の建替え等の支援

11 水位計・河川監視カメラの設置 ● ●

12 河川監視カメラを利用したAIによる河川管理の高度化 ●

13
リアルタイム雨量・水位データを用いた洪水予測システム、避難情報提供支援のための浸
水表示システムの開発

●

14 内水やため池ハザードマップの作成及び活用した避難訓練の実施 ● ●

15 まるごとまちごとハザードマップの実施 ● ● ● ● ● ● ハザードマップ更新 未定

16 支え愛マップの取り組み支援等による地域の防災体制づくり 
●

福祉
● ● ● ● ● 社協と連携し推進する。 推進中 未定

17 ハザードマップを活用したマイ・タイムラインの作成・支援 ● ● ● ● ●

18 関係機関と連携した多機関連携型タイムラインの活用 ● ● ● ● ● ● ●
関係機関と連携した多機関連携
型タイムラインの活用

19 防災学習、研修等を通じた地域住民への意識啓発 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
防災情報の最新情報を学習と意
見交換

継続 未定

20 あんしんトリピーメール等を活用した防災情報の提供 ● ● ● 有効な活用を図る。 強化継続

21 市町観光施設等への伝達手段の整備 ● ● ● ●
外国語表示検討
光ケーブル整備中

未定

22 要配慮者利用施設避難確保計画や民間企業におけるBCP作成支援
●

福祉
● ● ● ● ● ● ● 必要な支援を行う。

継続
BCP作成支援は未定

23 感染症にも配慮した避難所環境整備や災害協定による避難先の確保 ● ● ● ● ● ●
感染予防備品の整備
宿泊施設との協定

拡充
宿泊施設との協定はR3

24 土砂災害警戒区域の指定及び土砂災害警戒情報と危険度情報の提供 ●

25
防災インフラの機能確保及び水防活動に関わる資機材や水防団員等の確保
（水源の浸水対策、非常用電源等）の検討

● ● ● ● ● ● ●
水防活動の資器材の確保、
キュービクルの浸水対策、消防団
員の確保

④実施場所
※未定の場合は『未定』と記載

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減ら
すための

対策

被害の軽
減、早期

復旧・復興
のための

対策

農
林
水
産
部

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

①実施する項目の確認
どちらかに「●」を記載

②具体的な実施（予定）内容
※未定の場合は『未定』と記載

③目標年
例：R3から5年

※未定の場合は『未定』と記載

対策メニュー

倉
吉
市

三
朝
町

湯
梨
浜
町

北
栄
町

実施概要

総
務
部
防
災
安
全
課

被害対象
を減少さ
せるため
の対策

建
設
水
道
課

総
務
課

地
域
整
備
課

鳥
取
県

鳥
取
森
林
管
理
署

鳥
取
水
源
林
整
備
事
務

所

危
機
管
理
局

県
土
整
備
部

生
活
環
境
部

建
設
部
建
設
課

上
下
水
道
局
工
務
課

総
務
課

建
設
水
道
課

総
務
課
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三朝町建設水道課 

林
野
庁

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

国
交
省

分類 No 対策内容 実施
関心
あり

1 河道掘削、堤防整備、堤防・河岸侵食対策、樹木伐採、堤防強化 ● ●

2
二級河川の河道拡幅、河道掘削、樹木伐採、堤防護岸、河口閉塞対策等による氾濫水排
除 、「粘り強い堤防」を目指した堤防強化

● ●

3 排水ポンプ場の整備、耐水化 ● ●

4 中津ダムにおける事前放流の実施、体制構築 ● ● ● ● ● R2.5.29協定締結 R3～ 中津ダム

5
下水道等の排水施設、排水路の整備、雨水貯留施設等の整備、各戸貯留浸透施設の費用
補助

● ● ● ● ● ● ● ●
排水路の整備等は未定
雨水貯留施設等の整備は、小学
校整備に伴う整備を想定

未定
小学校整備に伴う整備はR7まで

を想定

排水路の整備等は大瀬を想定
小学校整備に伴う整備は本泉
各戸慮流浸水施設の費用補助は
全町を想定

6 砂防関係施設・治山施設の整備・長寿命化対策 ● ● ●

7 間伐等の森林整備 ● ● ●

8 土地利用規制・誘導 ● ●

9 現存する霞堤の保全・有効活用 ●

10 土砂災害特別警戒区域内に所在する住宅や避難所の建替え等の支援

11 水位計・河川監視カメラの設置 ● ●

12 河川監視カメラを利用したAIによる河川管理の高度化 ●

13
リアルタイム雨量・水位データを用いた洪水予測システム、避難情報提供支援のための浸
水表示システムの開発

●

14 内水やため池ハザードマップの作成及び活用した避難訓練の実施 ● ●

15 まるごとまちごとハザードマップの実施 ● ● ● ● ●

16 支え愛マップの取り組み支援等による地域の防災体制づくり 
●

福祉
● ● ● ●

17 ハザードマップを活用したマイ・タイムラインの作成・支援 ● ● ● ●

18 関係機関と連携した多機関連携型タイムラインの活用 ● ● ● ● ● ●

19 防災学習、研修等を通じた地域住民への意識啓発 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

20 あんしんトリピーメール等を活用した防災情報の提供 ● ●

21 市町観光施設等への伝達手段の整備 ● ● ●

22 要配慮者利用施設避難確保計画や民間企業におけるBCP作成支援
●

福祉
● ● ● ● ● ●

23 感染症にも配慮した避難所環境整備や災害協定による避難先の確保 ● ● ● ● ●

24 土砂災害警戒区域の指定及び土砂災害警戒情報と危険度情報の提供 ●

25
防災インフラの機能確保及び水防活動に関わる資機材や水防団員等の確保
（水源の浸水対策、非常用電源等）の検討

● ● ● ● ● ●
第６水源の制御室更新（嵩上）、
ポンプ室止水壁設置

R２完了予定 大瀬

④実施場所
※未定の場合は『未定』と記載

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減ら
すための

対策

被害の軽
減、早期

復旧・復興
のための

対策

農
林
水
産
部

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

①実施する項目の確認
どちらかに「●」を記載

②具体的な実施（予定）内容
※未定の場合は『未定』と記載

③目標年
例：R3から5年

※未定の場合は『未定』と記載

対策メニュー

倉
吉
市

三
朝
町

湯
梨
浜
町

北
栄
町

実施概要

総
務
部
防
災
安
全
課

被害対象
を減少さ
せるため
の対策

建
設
水
道
課

総
務
課

地
域
整
備
課

鳥
取
県

鳥
取
森
林
管
理
署

鳥
取
水
源
林
整
備
事
務

所

危
機
管
理
局

県
土
整
備
部

生
活
環
境
部

建
設
部
建
設
課

上
下
水
道
局
工
務
課

総
務
課

建
設
水
道
課

総
務
課
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湯梨浜町総務課

林
野
庁

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

国
交
省

分類 No 対策内容 実施
関心
あり

1 河道掘削、堤防整備、堤防・河岸侵食対策、樹木伐採、堤防強化 ● ●

2
二級河川の河道拡幅、河道掘削、樹木伐採、堤防護岸、河口閉塞対策等による氾濫水排
除 、「粘り強い堤防」を目指した堤防強化

● ●

3 排水ポンプ場の整備、耐水化 ● ●

4 中津ダムにおける事前放流の実施、体制構築 ● ● ● ●

5
下水道等の排水施設、排水路の整備、雨水貯留施設等の整備、各戸貯留浸透施設の費用
補助

● ● ● ● ● ●

6 砂防関係施設・治山施設の整備・長寿命化対策 ● ● ●

7 間伐等の森林整備 ● ● ●

8 土地利用規制・誘導 ● ●

9 現存する霞堤の保全・有効活用 ●

10 土砂災害特別警戒区域内に所在する住宅や避難所の建替え等の支援

11 水位計・河川監視カメラの設置 ● ●

12 河川監視カメラを利用したAIによる河川管理の高度化 ●

13
リアルタイム雨量・水位データを用いた洪水予測システム、避難情報提供支援のための浸
水表示システムの開発

●

14 内水やため池ハザードマップの作成及び活用した避難訓練の実施 ● ●

15 まるごとまちごとハザードマップの実施 ● ● ● ● ● ● R3～

16 支え愛マップの取り組み支援等による地域の防災体制づくり 
●

福祉
● ● ● ● ● 町社会福祉協議会へ委託 随時実施

17 ハザードマップを活用したマイ・タイムラインの作成・支援 ● ● ● ● ●

18 関係機関と連携した多機関連携型タイムラインの活用 ● ● ● ● ● ● ●

19 防災学習、研修等を通じた地域住民への意識啓発 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 防災特別対策官による防災講習 随時実施

20 あんしんトリピーメール等を活用した防災情報の提供 ● ●

21 市町観光施設等への伝達手段の整備 ● ● ● ●
防災マップ（英語表記）を旅館組
合、各旅館に配布済

R2

22 要配慮者利用施設避難確保計画や民間企業におけるBCP作成支援
●

福祉
● ● ● ● ● ●

23 感染症にも配慮した避難所環境整備や災害協定による避難先の確保 ● ● ● ● ● ●
災害用発電機、避難所用間仕切
り、屋内テント

災害協定による避難先の確保は
R3～

24 土砂災害警戒区域の指定及び土砂災害警戒情報と危険度情報の提供 ●

25
防災インフラの機能確保及び水防活動に関わる資機材や水防団員等の確保
（水源の浸水対策、非常用電源等）の検討

● ● ● ● ●

④実施場所
※未定の場合は『未定』と記載

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減ら
すための

対策

被害の軽
減、早期

復旧・復興
のための

対策

農
林
水
産
部

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

①実施する項目の確認
どちらかに「●」を記載

②具体的な実施（予定）内容
※未定の場合は『未定』と記載

③目標年
例：R3から5年

※未定の場合は『未定』と記載

対策メニュー

倉
吉
市

三
朝
町

湯
梨
浜
町

北
栄
町

実施概要

総
務
部
防
災
安
全
課

被害対象
を減少さ
せるため
の対策

建
設
水
道
課

総
務
課

地
域
整
備
課

鳥
取
県

鳥
取
森
林
管
理
署

鳥
取
水
源
林
整
備
事
務

所

危
機
管
理
局

県
土
整
備
部

生
活
環
境
部

建
設
部
建
設
課

上
下
水
道
局
工
務
課

総
務
課

建
設
水
道
課

総
務
課
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湯梨浜町建設水道課 

林
野
庁

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

国
交
省

分類 No 対策内容 実施
関心
あり

1 河道掘削、堤防整備、堤防・河岸侵食対策、樹木伐採、堤防強化 ● ●

2
二級河川の河道拡幅、河道掘削、樹木伐採、堤防護岸、河口閉塞対策等による氾濫水排
除 、「粘り強い堤防」を目指した堤防強化

● ●

3 排水ポンプ場の整備、耐水化 ● ● ● 龍島ポンプ場、新町川ポンプ場 R2龍島ポンプ場着手 龍島ポンプ場、新町川ポンプ場

4 中津ダムにおける事前放流の実施、体制構築 ● ● ● ●

5
下水道等の排水施設、排水路の整備、雨水貯留施設等の整備、各戸貯留浸透施設の費用
補助

● ● ● ● ● ● ● 排水路整備 未定
龍島ポンプ場、新町川ポンプ場周
辺

6 砂防関係施設・治山施設の整備・長寿命化対策 ● ● ●

7 間伐等の森林整備 ● ● ●

8 土地利用規制・誘導 ● ●

9 現存する霞堤の保全・有効活用 ●

10 土砂災害特別警戒区域内に所在する住宅や避難所の建替え等の支援

11 水位計・河川監視カメラの設置 ● ●

12 河川監視カメラを利用したAIによる河川管理の高度化 ●

13
リアルタイム雨量・水位データを用いた洪水予測システム、避難情報提供支援のための浸
水表示システムの開発

●

14 内水やため池ハザードマップの作成及び活用した避難訓練の実施 ● ●

15 まるごとまちごとハザードマップの実施 ● ● ● ● ●

16 支え愛マップの取り組み支援等による地域の防災体制づくり 
●

福祉
● ● ● ●

17 ハザードマップを活用したマイ・タイムラインの作成・支援 ● ● ● ●

18 関係機関と連携した多機関連携型タイムラインの活用 ● ● ● ● ● ●

19 防災学習、研修等を通じた地域住民への意識啓発 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

20 あんしんトリピーメール等を活用した防災情報の提供 ● ●

21 市町観光施設等への伝達手段の整備 ● ● ●

22 要配慮者利用施設避難確保計画や民間企業におけるBCP作成支援
●

福祉
● ● ● ● ●

23 感染症にも配慮した避難所環境整備や災害協定による避難先の確保 ● ● ● ● ●

24 土砂災害警戒区域の指定及び土砂災害警戒情報と危険度情報の提供 ●

25
防災インフラの機能確保及び水防活動に関わる資機材や水防団員等の確保
（水源の浸水対策、非常用電源等）の検討

● ● ● ● ●

④実施場所
※未定の場合は『未定』と記載

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減ら
すための

対策

被害の軽
減、早期

復旧・復興
のための

対策

農
林
水
産
部

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

①実施する項目の確認
どちらかに「●」を記載

②具体的な実施（予定）内容
※未定の場合は『未定』と記載

③目標年
例：R3から5年

※未定の場合は『未定』と記載

対策メニュー

倉
吉
市

三
朝
町

湯
梨
浜
町

北
栄
町

実施概要

総
務
部
防
災
安
全
課

被害対象
を減少さ
せるため
の対策

建
設
水
道
課

総
務
課

地
域
整
備
課

鳥
取
県

鳥
取
森
林
管
理
署

鳥
取
水
源
林
整
備
事
務

所

危
機
管
理
局

県
土
整
備
部

生
活
環
境
部

建
設
部
建
設
課

上
下
水
道
局
工
務
課

総
務
課

建
設
水
道
課

総
務
課
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北栄町（総務課）

林
野
庁

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

国
交
省

分類 No 対策内容 実施
関心
あり

1 河道掘削、堤防整備、堤防・河岸侵食対策、樹木伐採、堤防強化 ● ●

2
二級河川の河道拡幅、河道掘削、樹木伐採、堤防護岸、河口閉塞対策等による氾濫水排
除 、「粘り強い堤防」を目指した堤防強化

● ●

3 排水ポンプ場の整備、耐水化 ● ●

4 中津ダムにおける事前放流の実施、体制構築 ● ● ● ●

5
下水道等の排水施設、排水路の整備、雨水貯留施設等の整備、各戸貯留浸透施設の費用
補助

● ● ● ● ● ●

6 砂防関係施設・治山施設の整備・長寿命化対策 ● ● ●

7 間伐等の森林整備 ● ● ●

8 土地利用規制・誘導 ● ●

9 現存する霞堤の保全・有効活用 ●

10 土砂災害特別警戒区域内に所在する住宅や避難所の建替え等の支援

11 水位計・河川監視カメラの設置 ● ●

12 河川監視カメラを利用したAIによる河川管理の高度化 ●

13
リアルタイム雨量・水位データを用いた洪水予測システム、避難情報提供支援のための浸
水表示システムの開発

●

14 内水やため池ハザードマップの作成及び活用した避難訓練の実施 ● ●

15 まるごとまちごとハザードマップの実施 ● ● ● ● ● ● 未定 未定 未定

16 支え愛マップの取り組み支援等による地域の防災体制づくり 
●

福祉
● ● ● ● ●

【出前講座】支え愛マップ作成支援、
災害時の要支援者の避難方法、日頃
からの見守り支援について（担当：福

実施中 自治会公民館

17 ハザードマップを活用したマイ・タイムラインの作成・支援 ● ● ● ●

18 関係機関と連携した多機関連携型タイムラインの活用 ● ● ● ● ● ● ●

19 防災学習、研修等を通じた地域住民への意識啓発 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
【出前講座】地震、津波、土砂災害、
洪水などの災害への備えや、災害時
の行動・避難方法などについて

実施中 自治会公民館

20 あんしんトリピーメール等を活用した防災情報の提供 ● ●

21 市町観光施設等への伝達手段の整備 ● ● ● ● 未定 未定 未定

22 要配慮者利用施設避難確保計画や民間企業におけるBCP作成支援
●

福祉
● ● ● ● ● ●

要配慮者利用施設への避難確保
計画作成説明会

Ｒ２～R3 未定

23 感染症にも配慮した避難所環境整備や災害協定による避難先の確保 ● ● ● ● ● ●
屋内用テント、折りたたみベッド、
衛生対策用品等の整備

Ｒ２～ 指定避難所

24 土砂災害警戒区域の指定及び土砂災害警戒情報と危険度情報の提供 ●

25
防災インフラの機能確保及び水防活動に関わる資機材や水防団員等の確保
（水源の浸水対策、非常用電源等）の検討

● ● ● ● ● ● 水防活動資材の整備 実施中 水防倉庫

④実施場所
※未定の場合は『未定』と記載

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減ら
すための

対策

被害の軽
減、早期

復旧・復興
のための

対策

農
林
水
産
部

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

①実施する項目の確認
どちらかに「●」を記載

②具体的な実施（予定）内容
※未定の場合は『未定』と記載

③目標年
例：R3から5年

※未定の場合は『未定』と記載

対策メニュー

倉
吉
市

三
朝
町

湯
梨
浜
町

北
栄
町

実施概要

総
務
部
防
災
安
全
課

被害対象
を減少さ
せるため
の対策

建
設
水
道
課

総
務
課

地
域
整
備
課

鳥
取
県

鳥
取
森
林
管
理
署

鳥
取
水
源
林
整
備
事
務

所

危
機
管
理
局

県
土
整
備
部

生
活
環
境
部

建
設
部
建
設
課

上
下
水
道
局
工
務
課

総
務
課

建
設
水
道
課

総
務
課
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北栄町（地域整備課）

林
野
庁

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

国
交
省

分類 No 対策内容 実施
関心
あり

1 河道掘削、堤防整備、堤防・河岸侵食対策、樹木伐採、堤防強化 ● ●

2
二級河川の河道拡幅、河道掘削、樹木伐採、堤防護岸、河口閉塞対策等による氾濫水排
除 、「粘り強い堤防」を目指した堤防強化

● ●

3 排水ポンプ場の整備、耐水化 ● ●

4 中津ダムにおける事前放流の実施、体制構築 ● ● ● ●

5
下水道等の排水施設、排水路の整備、雨水貯留施設等の整備、各戸貯留浸透施設の費用
補助

● ● ● ● ● ● ● 未定 未定 未定

6 砂防関係施設・治山施設の整備・長寿命化対策 ● ● ●

7 間伐等の森林整備 ● ● ●

8 土地利用規制・誘導 ● ●

9 現存する霞堤の保全・有効活用 ●

10 土砂災害特別警戒区域内に所在する住宅や避難所の建替え等の支援

11 水位計・河川監視カメラの設置 ● ●

12 河川監視カメラを利用したAIによる河川管理の高度化 ●

13
リアルタイム雨量・水位データを用いた洪水予測システム、避難情報提供支援のための浸
水表示システムの開発

●

14 内水やため池ハザードマップの作成及び活用した避難訓練の実施 ● ●

15 まるごとまちごとハザードマップの実施 ● ● ● ● ●

16 支え愛マップの取り組み支援等による地域の防災体制づくり 
●

福祉
● ● ● ●

17 ハザードマップを活用したマイ・タイムラインの作成・支援 ● ● ● ●

18 関係機関と連携した多機関連携型タイムラインの活用 ● ● ● ● ● ●

19 防災学習、研修等を通じた地域住民への意識啓発 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

20 あんしんトリピーメール等を活用した防災情報の提供 ● ●

21 市町観光施設等への伝達手段の整備 ● ● ●

22 要配慮者利用施設避難確保計画や民間企業におけるBCP作成支援
●

福祉
● ● ● ● ●

23 感染症にも配慮した避難所環境整備や災害協定による避難先の確保 ● ● ● ● ●

24 土砂災害警戒区域の指定及び土砂災害警戒情報と危険度情報の提供 ●

25
防災インフラの機能確保及び水防活動に関わる資機材や水防団員等の確保
（水源の浸水対策、非常用電源等）の検討

● ● ● ● ●

④実施場所
※未定の場合は『未定』と記載

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減ら
すための

対策

被害の軽
減、早期

復旧・復興
のための

対策

農
林
水
産
部

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

①実施する項目の確認
どちらかに「●」を記載

②具体的な実施（予定）内容
※未定の場合は『未定』と記載

③目標年
例：R3から5年

※未定の場合は『未定』と記載

対策メニュー

倉
吉
市

三
朝
町

湯
梨
浜
町

北
栄
町

実施概要

総
務
部
防
災
安
全
課

被害対象
を減少さ
せるため
の対策

建
設
水
道
課

総
務
課

地
域
整
備
課

鳥
取
県

鳥
取
森
林
管
理
署

鳥
取
水
源
林
整
備
事
務

所

危
機
管
理
局

県
土
整
備
部

生
活
環
境
部

建
設
部
建
設
課

上
下
水
道
局
工
務
課

総
務
課

建
設
水
道
課

総
務
課
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